
令和８年６月 

指導部だより（あったかハート推進週間の取組） 

 

 

 

【温かな心の育成】 
 附属小学校では、子供たちに温かな心を一層育むことを重点として取り組んでいます。６月は、以下

の内容で行いました。 

月 期  間 内    容 

６月 6/1（月）～ 6/5（金） 道徳科の授業 内容項目：親切、思いやり 

【実際の授業】 
５年生では「くずれ落ちたダンボール箱」という教材文で、親切な行いついて考えました。２人の登

場人物は、ショッピングセンターでくずれ落ちたダンボール箱を元に戻しましたが、店員さんに「ダン

ボール箱をくずした２人」と誤解されて注意を受けてしまいます。その話を通して、子供たちは親切な

行いは何のために行うのかということについて考えました。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 
授業の振り返りより 
・私は、このお話を通して、親切な行いは、どこかで誰かが見てくれていると思いました。今の私は見
て見ぬふりをしてしまうと思います。例えほめられなくても、親切な行いを進んでできる人になりた
いです。 

・店員さんは、最後には２人の親切に気付いて、学校に手紙を書くくらいに２人の行動を認めていまし
た。親切な行いは伝わると思います。私も勇気をもって、ちょっとした親切からやっていきたいと思
いました。 

【各学年で行った授業後の子供の感想】 

 今後も、子供たちに温かな心が育っていく様子をお伝えしていきます。 

１年生：「ないちゃった」を読んで、年下の子に優しくしたいと思いました。理由は、年下の子は、ま

だ小さいので、年上の人に優しくされると嬉しくなると思うからです。それに、優しくする

と、自分も嬉しくなるからです。 

２年生：「公園のおにごっこ」を読んで、親切は相手の気持ちを考えることが大切だと思いました。み

んなで遊ぶときも、自分が楽しいからと言って好き勝手するのではなくて、相手のことを考

えることでみんなが楽しい時間になると思いました。 

３年生：言葉づかいは大切だと思いました。理由は、ちくちく言葉を使うと言われた方は悲しいし、

言った方もずっといらいらすると思うからです。反対に、ふわふわ言葉だと、言われた人も

言った人も嬉しい気持ちになるからです。 

４年生：「温かい言葉」を読んで、温かい言葉をかけるのはとても勇気がいることだと思いました。だ

から、温かい言葉をかけられたときは、「ありがとう」と言えるようになりたいです。 

６年生：「最後のおくり物」を読んで、「本当の親切」とは、「親切にしてあげよう」と思うことではな

く、心から親切にしたいと思えること、心がつながることだと思いました。 


